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研究成果の概要（和文）： 本研究では，幼児の食・睡眠と母親の育児行動との関連性を検討するため，2つのイ
ンターネット調査を実施した．
 1次調査では，1000名の母親を対象に，幼児の生活時刻と規則性から5クラスターに分類し（①:夜更かし朝寝
坊，②やや夜更かし朝寝坊，③やや夜型，④早寝早起き，⑤週末朝寝坊），母親の育児行動，食行動等に関する
違いを検討した．
 2次調査では42名の母親を抽出し，5日間の子どもの生活時刻と写真法により母親の食事を検討した．その結
果，夜更かし朝寝坊の子どもの母親は子どもの夜更かしを促進する行動を行い，母親の外食・偏食が多いこと，
極めて簡便な朝食を摂取していることが示された．

研究成果の概要（英文）：This study contains two research projects, conducted through the internet, 
to investigate the relationships between preschoolers’ eating and sleeping habits and the mothers’
 child rearing behavior. 
The first research project conducted a questionnaire of 1,000 mothers to examine the differences of 
the mother’s child rearing behavior. The differences highlighted five clusters (C1 extremely late 
lifestyle, C2 similar to C1, C3 mildly late, C 4 early bird, C5 early bird on weekdays but late on 
the weekend).  These five clusters were analyzed according to child’s weekday and weekend routines.
 
The second research project, which extracted 42 mothers (C1, 4, 5), examined the children’s daily 
routine and the mothers’ meals through photos taken over a 5-day period. The results showed mothers
 with an extremely late life style employed behavior which facilitated the children’ s late life 
styles, habits of eating out more often and more picky eating, and providing more convenient 
breakfasts.

研究分野：発達心理学
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
平成 17 年に「食育基本法」が制定され，
文部科学省により平成 18 年から「早寝早起
き朝ごはん」運動がはじまり，日本人の食・

睡眠・運動にかかわる基本的な生活習慣の質

の向上が求められた．「早寝早起き朝ごはん」

運動では，永年問題視されてきた子どもの朝

食欠食を減少させるために，「1 日のスター
トは朝食から」という標語によって朝食摂食

の重要性が強くアピールされている（平成 23
年食育白書，2011）．一方，食事と睡眠の関
係を科学的にみてみると「1 日のスタートは
朝食から」と単純に結論づけることはできな

い．すなわち，朝食欠食の理由は，食べる時

間がない，食欲がわかないことにあり，この

ような状態に陥る原因は夜更かしによる起

床時刻の後退による（平成 21 年国民健康・
栄養調査，2010）．夜更かしは生体リズムを
時間的に後退させ，そのことから生じる心身

の問題は重大である．しかしながら一般の

人々にはその重要性が認識されていないば

かりか，週末にまとめて眠る「寝だめ」とい

う科学的には弊害のあるライフスタイルが

子どもを含めて蔓延している(Wing et al., 
2009)．子どもの基本的な生活習慣の質を科学
的に向上させるためには，朝食摂食の重要性

の強調よりも夜更かしの原因を明らかにし

て，対応することが先決であるといえる．福

田らは，幼児期の睡眠習慣が少なくとも 3，4
年は維持されることを明らかにしており 
(Fukuda & Asaoka, 2004)，幼児期の夜更かしの
その後の睡眠習慣への悪影響は深刻である

といえる．さらに，幼児の生活習慣の夜型化

ともっとも密接な関連をもつのは，親の就寝

時刻ではなく「夕食の時刻」である(Fukuda & 
Sakashita,2002)．以上のことから基本的な生活
習慣の質の向上のためには夕食の摂取時刻

が重大であるにもかかわらず，一般的な啓蒙

ではその点が完全に抜け落ちているのが研

究開始時の背景として認められた． 
 
２．研究の目的 
本研究では，幼児の生活習慣の根幹をなす
食と睡眠に対して育児や生活習慣に関する
社会の啓蒙の影響を受けた母親の育児観・育
児行動がどのように影響を与えているか次
の 5点について検討する． 
(1)子どもの生活時刻のパターンの違いが子
どもの健康，食，日常行動とどのような差が
認められるか検討する（1次調査）． 
(2)母親の調理行動夜食行動のパターンの違
いが子どもの健康，行動，生活時刻，母親の
育児行動，起床・就寝時刻等においてどのよ
うな差が認められるか検討する（1次調査）． 
(3)1次調査で分類された子どもの生活時刻の
パターンが連続する 5日間において同様のパ

ターンが認められるか検討する（2次調査）． 
(4)子どもの生活時刻のパターンの違いによ
り母親の連続する 5日間の食事時刻や食事パ
ターンに違いが認められるか検討する（2 次
調査）． 
(5)食事写真の画像に対する評価方法を開発
する（2次調査）． 
 
３．研究の方法 
次の 3つの方法から構成された． 
(1)1次調査 
手続き：インターネット会社に登録されてい
る子どもをもつ核家族の 25～44歳の女性の
サンプルからランダムに抽出された者を対
象にインターネット調査への参加依頼をEメ
ールにて配信した．調査項目の冒頭において，
主に子育てをしている者が 25 ～44歳の核家
族の母親であること，子どもの人数が 1～3
名であり，1～5歳児が最低 1名いること等 9
項目のスクリーニングを通過した後に，すべ
ての質問に回答した者が1～5歳各年齢群200
名ずつ（対象児が保育園通園 100名，その他
100名），計 1,000名に達した時点で調査を終
了した．調査期間は 2013年 10月 25～28日
であった． 
調査対象者：すべての質問に回答した 1,000
名のうち回答に不備がない 995名を分析対象
とした．1～5歳児の子どもが 2名以上いる場
合は，その中でもっとも年齢の低い子どもに
ついての回答を求めた．母親の平均年齢は，
35.82歳(SD 4.36)どもの平均月齢は 48.35カ月
(SD 17.28)であった． 
質問項目：質問項目は，母子の生活リズム，
子どもの行動，母親の行動，母親，父親，家
族に関する社会的属性等に関する大問 40項
目から構成された．主に分析対象となる要因
は，子どもに関する要因として，健康（12項
目），食行動（9項目），日常行動（20項目），
母親の要因として，子どもの夜型生活への関
与（5項目），仕事をもつ母親の育児と仕事の
両立（7項目），育児感情（9項目），調理（13
項目），衝動性（10項目），嗜癖（5項目），
偏食尺度（15項目；今田他，2007），家族に
対する子育て支援（7項目）の計 115項目で
あった．これらの項目に対する評定は，4件
法または 5件法であった．  
 
(2)2次調査 
調査協力者：2013年の 1次調査で子どもの人
数が 1～3名（1～5歳児が最低 1名），核家族
の 25 ～44 歳の母親 42 名であった．母親は
専業主婦 19 名，パート 10 名，常勤 11 名，
その他 2名であった． 2次調査時点での平均
年齢は母親 36.76 歳(SD 4.31)，子ども 66.88
カ月(SD 17.71) であった．  
手続き：休日を最終日とした連続した 5日間
の子どもの生活時刻と母親の食事について

の調査を実施した．母親の食事記録の方法は

次の 2つであった．第１は，対象者がスマー
トフォン（携帯電話）の写真機能を用いて撮

影したものであった．写真撮影は，各食事に

つき真上からと斜め 45度からの 2枚であり，



撮影の際には食事量を正確に測定するため

に 15cm の定規を置くこととした．第２は食
事状況に関する記録であり，食事ごとに食事

のメニュー，料理の作り手，摂取時刻，食事

の位置づけ（朝食・昼食・夕食・食後のデザ

ート・間食・朝昼兼用食など），摂取場所，

共食者の有無，自由記述について食事写真を

添付したメールを送信してもらった．協力者

の食事の写真や食事の記録に不備や不明点

がある場合は，メールで質問することにより，

情報を補完した．なお，食事調査の分析につ

いては長谷川ら(2013)の基準に従い非連続の
3日間（内 1日は休日），すなわち 1，3，5日
目を分析対象とした． 
調査協力者には研究倫理に関する同意を
得た上で，匿名性を保つため氏名は名乗らず
IDのみでのメールの受送信をおこなった．調
査期間は 2015年 2月～3月であった． 
 
(3)2次調査における食事写真の画像評価 
予備調査：朝・昼・夜の三食を 1セットとし
た写真画像 10枚について，大学生 25名に対
してインタビュー調査(人数は計 3 回の合計)
により意見を聴取した．逐語化したテキスト

情報を質的分析し，食事画像のイメージにか

かわる 5つの構成概念「総合的評価」「種類
と量の偏り」「栄養バランス」「手抜き」「視

覚的美しさ」と，それらを測定する 30 個項
目（評定尺度）を作成した．これを試行尺度

とした．「総合的評価」を測定する 3項目（「満
足できる」「食べてみたい」「おいしそう」）

は尺度の妥当性検証にて外的基準として利

用した．調査時期は，2016年 1月であった． 
本調査：80 枚の食事画像に対して 1000 名の
評価者に試行尺度での評価を求めた.8つの食
事画像を評価する 100名の評価者群を 1グル
ープとし，これを 10 群作成した．調査は，
ネットリサーチモニタに対して Web 経由で
実施した．得られた回答データは，行に食事

画像を，列に項目を, セルに評定平均をそれ
ぞれ配置する 2相データ行列に変換した．こ
のデータ行列に対して因子分析等の尺度構

成手法を適用した．調査時期は 2016 年 8 月
であった． 
 
４．研究成果 
（1）1次調査について 
①子どもの生活時刻（起床・朝食・昼食・夕
食・入浴・就寝時刻とそれぞれの規則性）に
基づいたクラスタ分析の結果，子どもは 5 つ
の異なるクラスタに分類された．Cluster 1 は，
食事と睡眠に関する時刻が極端に不規則で
夜型化の特徴を持つ群，Cluster 2 は，それに
次ぐ不規則で夜型化の特徴を持つ群，Cluster 
3 は生活がやや夜型化して いる群，Cluster 4 
は，平日も休日も早寝早起きで理想的な群， 

Cluster 5 は，平日は早寝早起きだが，休日の
み朝寝坊の群と考えられた(Fig.1)．  

 
これらの 5群で子どもの症状や母親の様々
な特徴を比較した．その結果，「朝の機嫌の

悪さ」「風邪の引きやすさ」「新奇性恐怖」な

ど心身の状態が統計的に有意に悪化してい

たのは，不規則で夜型化していた Cluster 1 
および 2 に加え，平日は理想的な早寝早起
きだが，休日のみ朝寝坊であった Cluster 5 
であった(Fig. 2)． 

 
②母親の食に関する行動について，調理に関
する 2尺度「栄養を考えた調理」と「中食・
外食の利用」と偏食尺度の 4下位尺度「好悪」，
「外食」，「栄養」，「選択の幅」を変数と
して，クラスタ分析(Ward法)をおこない，最
適解を 5クラスタと判断した（Cluster_M1:栄
養を考えた調理をせず，外食・偏食が多い群，
Cluster_M2:M5 の亜型群，Cluster_M3:外食は
少なく，栄養を考えた調理はするが偏食が強
い群，Cluster_M4:M1 の亜型群，Cluster_M5:
栄養を考えた調理をおこない，外食が少なく，
偏食なし群）． 
 次に子どもの健康，食，日常行動，生活時
刻（時刻と規則性），母親の育児行動，起床・
就寝時刻などについて，母親の食事クラスタ
ーによる分散分析をおこなった（多重比較と
して Bonferroni）．その結果，おおよそ
Cluster_M1がCluster_M5よりも子どもの健康



状態が不良であり，母親の育児行動に関して
も夜型生活をしており，育児ストレスも高い
こと，生活時刻については，子どもの平日・
休日の生活時刻の不規則性，母親の休日前就
寝，起床の不規則性が示された． 
 また，母親の偏食のみが問題となる
Cluster_ M3については，子どもの日常場面に
おける新奇性恐怖，および食べ物への新奇性
恐怖が Cluster _M5 よりも強いことが認めら
れており，母親が栄養を考えた調理を行って
いても，自身に偏食がある場合，子どもの新
奇性恐怖に影響を与えることが示唆された． 
 
(2)2次調査 
①1 次調査で得られた子どもの生活時刻のパ
ターンと整合性のある生活習慣の対象者が 2
次調査において正しく選ばれたかどうかを
確認するため，2 次調査で改めて調査した睡
眠や食事に関する時刻について整理した．そ
の結果，1 次調査で得られたものとほぼ整合
性のある対象者が選ばれたことを確認する
ことができた．平日の生活パターンについて
みるとCluster 1が他の群と比較して生活が後
退していた．休日の生活パターンについてみ
るとCluster 5がCluster 1のパターンと類似し
ていた．Cluster 4は平日と休日のパターンが
ほとんど変わらなかったのに対して，Cluster 
1も Cluster 5も休日に様々な時刻が後退して
いた．以上をまとめると，平日の生活は
Cluster 4と Cluster 5が類似しており，休日の
生活は Cluster 1と Cluster 5が類似していた． 
②子どもの生活時刻のパターンにより分類
された 3 群の母親の食事について検討した．
まず，母親の食事摂取時刻は，子ども同様，
極端な夜更かし群の母親が他の 2群の母親に
比べて遅いことが明らかとなった．また，休
日朝寝坊群の母親は，朝食において子ども同
様平日と休日の摂取時刻の違いが大きいだ
けでなく，朝昼兼用食も多く，平日と休日に
おける食事の取り方に違いがあることが示
された． 
次に，母親の食事バランス，摂取頻度，料
理の入手先について検討した．その結果，極
端な夜更かし群の朝食は他の 2群より簡便で
あった．すなわち，極端な夜更かし群は主食，
副菜，主菜の摂取が少なく，菓子類・甘味飲
料類を２日以上摂っており，母親自身が調理
したおかずが少ないことが示された．このよ
うな極端な夜更かし群の朝食の特徴は，食習
慣と睡眠習慣に関連性があることを示唆し
ている．極端に夜更かしの睡眠習慣をもつ幼
児の母親は，母親自身も夜更かしである可能
性が高い．就寝時刻の遅さが朝の目覚めの悪
さ，空腹感のなさ，朝食におかずを作る時間
的・心理的なゆとりのなさを招き，簡便な朝
食を導くことが考えられる．このような睡眠
と食の悪循環は母子の健康に影響を与える
可能性も示唆された． 
 
(3)食事写真評価について 
上述のデータ行列に対して探索的因子分析
を適用したところ, 24項目で構成される 2因
子の単純構造が得られた． 2因子はそれぞれ
「理想的な食卓因子」(α係数=.98)「肥満因子」
(α=.86)であり，両者が高い信頼性を保持して

いた．構成概念「総合的評価」を測定する項
目を外的基準として基準関連妥当性の検証
を行ったところ「理想的な食卓因子」と外的
基準間の相関は 0.9以上であった．「おいしそ
う」といった食事画像に対する全体的な印象
は，複数の観点で多面的に評価された印象の
総体によっても，精度高く予測されることが
分かった．一方，「肥満因子」は外的基準と
相関が低く，ゆえに弁別的な妥当性を保持す
るものと考察した．さらに写真画像の提供者
や食事の属性情報を用いた分析により，本尺
度が一定の妥当性を保持していることを確
認した. 
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